
■工事の概要 
 
1 工 事 名:国道 31号呉外舗装修繕工事 
2 施工箇所:広島市呉市海岸及び広島市安芸区矢野 
3 工   期：平成１９年７月３１日 
4工事の内容 
本工事は、一般国道３１号呉市海岸（呉工区）、及び広島市安芸区矢野西（矢野工

区）付近における舗装修繕工事であり、低騒音舗装（排水性舗装）、歩道整備工等を予

定しています。 
 
    工事延長：Ｌ＝約１．５ｋｍ 
    ＜呉工区＞   
        排水性舗装                          約１３，６００㎡ 
        歩道整備工等                              １式 
    ＜矢野工区＞ 

排水性舗装（t=5cm）                    約 １，８９０㎡ 
         歩道整備工等                             １式 
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■入札契約の概要 
1入札契約方式 

一般競争入札方式（高度技術提案型Ⅲ型の試行） 
 

2総合評価落札方式 
 「価格」のほかに、「価格以外の要素（技術力）」を評価の対象に加えて、品質や施工

方法等を総合的に評価し、技術と価格の両面から見て最も優れた案を提示した者を落

札者とする方式 
本調達における高度技術提案では、下記の項目について評価します。 
①技術提案 
道路利用者及び沿道住民に対して、交通規制に伴う幹線道路のサービス低下

及び沿道住民の利便性や環境の低下を極力回避する等、工事に起因する社会

経済活動への影響の最小化に十分配慮する必要があることから、呉工区におけ

る交通規制日数の短縮を評価します。 
 
②技術提案に係る具体的な施工計画 
技術提案の実現性、有効性を確認するための施工計画が適切であるかを、技

術提案の評価の範囲内で評価します。 
 

③その他の評価項目については、別表「得点配分」に示すとおりです。 
 
3総価契約・単価合意方式 
契約変更の円滑化と契約の双務性向上を図るため、総価で契約するものの、単価に

ついても契約当事者間で合意しておく方式です。 
 
 
■今後の予定 

 

申請書等の提出期限 平成 18年 12月 12日 

技術対話(ヒアリング) 平成 18年 12月 21日～22日 

改善提案の再提出 平成 19年 1月 10日 

総合評価審査委員会 平成 19年 1月 26日 

参加資格確認結果の通知 平成 19年 1月 31日 

（予定価格の作成）  

総合評価審査委員会 平成 19年 2月 

入札執行（開札） 平成 19年 3月 5日 

契約 平成 19年 3月上旬 



■総合評価落札方式（高度技術提案型）について 
 
高度技術提案型は、特に民間企業の優れた技術を活用することにより、工事の価値の

向上を目指すものであり、工事規模の大小にかかわらず技術的な工夫の余地が大きい工

事において競争参加者に構造上の工夫や特殊な施工方法等を含む高度な技術提案を

求め、その技術提案と入札価格とを総合的に評価して落札者を決定する方式です。 
 
本方式は、より優れた技術提案とするために発注者と競争参加者の技術対話を通じて

技術提案の改善を行う手続きや、技術提案をもとに予定価格を作成する手続きを伴うこと

が特徴的といえます。 
 
【公共工事の品質確保の促進に関する法律】 
 
（基本理念） 

第三条 
５ 公共工事の品質確保に当たっては、民間事業者の能力が適切に評価され、並びに入札及び

契約に適切に反映されること、民間事業者の積極的な技術提案（競争に付された公共工事に

関する技術又は工夫についての提案をいう。以下同じ。）及び創意工夫が活用されること等に

より民間事業者の能力が活用されるように配慮させなければならない。 
 

（技術提案の改善） 

第十三条 発注者は、技術提案をした者に対し、その審査において、当該技術提案についての

改善を求め、又は改善を提案する機会を与えることができる。この場合において、発注者

は、技術提案の改善に係る過程について、その概要を公表しなければならない。 
 
（高度な技術等を含む技術提案を求めた場合の予定価格） 

第十四条 発注者は、高度な技術又は優れた工夫を含む技術提案を求めたときは、当該技術提

案の審査の結果を踏まえて、予定価格を定めることができる。この場合において、発注者

は、当該技術提案の審査に当たり、中立の立場で公正な判断をすることができる学識経験

者の意見を聴くものとする。 

表 高度技術提案型の適用の考え方 

分類 標準案 
の有無 

求める技術提案 
の範囲 

発注形態 
の目安 

Ⅰ型 
通常の構造・工法では工期等の制約条件

を満足した工事が実施できない場合 無 ・ 工事目的物 
・ 施工方法 

設計・施工

一括 

Ⅱ型 

想定される有力な構造形式や工法が複

数存在するため、発注者としてあらかじ

め一つの構造・工法に絞り込まず、幅広

く技術提案を求め、最適案を選定するこ

とが適切な場合 

無 
(複数の 
候補有) 

・ 工事目的物 
・ 施工方法 

設計・施工

一括 

Ⅲ型 

標準技術による標準案に対し、高度な施

工技術や特殊な施工方法の活用により、

社会的便益が相当程度向上することを

期待する場合 

有 

・ 施工方法 
（施工方法の変更によ

り工事目的物の変更を

伴う場合には、工事目的

物の変更を認める） 

設計・施工

分離 

 



■技術対話の実施 
  
「技術対話」は、「技術提案の内容の一部を改善することで、より優れた技術提案となる

場合や一部の不備を解決できる場合」にできることとされ、技術提案及び技術提案に係わ

る施工計画に関する事項を対話の範囲として実施することとされています。 
 
本件調達においては、技術提案を提出した全ての競争参加者を対象に技術対話を実

施し、技術提案の確認、発注者からの改善要請、及び見積の提出要請を内容とするほか、

併せて競争参加者から提出された技術提案の自発的な改善も受け付けます。その後各提

案者は対話の結果を踏まえ、必要に応じて技術提案を再提出します。 
 
なお、技術提案の改善に係る過程については、契約後、法によりその概要を公表しま

す。 
 

【基本方針/H170826閣議決定】 
発注者は、技術提案の内容の一部を改善することで、より優れた技術提案となる場合や一部の不

備を解決できる場合には、技術提案の審査において、提案者に当該技術提案の改善を求め、又は

改善を提案する機会を与えることができる。この場合、発注者は、透明性の確保のため、技術提案の

改善に係る過程について、その概要を速やかに公表するものとする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■ 落札者の決定方法について 
 
評価値＝（全評価項目の加算点合計＋100 点）／入札価格 が最も高い者が落札

者です。ただし、次の条件をすべて満たすものとします。 

①入札価格が予定価格の制限範囲内であること。 

②「提案値」が最低限の要求要件（標準案）を満たしていること。 

③「近接する家屋に対する騒音対策」が最低限の要求要件（標準案）を満たしている

こと。 

④評価値が基準評価値を下回らないこと。 

ここに、基準評価値は、予定価格の算出の前提となる状態の技術提案（交通規制日

数の短縮）に与えられる加算点と標準点（１００点）の合計を、予定価格で除した数値

をいいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ●社は「要件①」を満たしていない。 
       ▲社は「要件④」を満たしていない。 
       ■社は、入札価格では上位だが、評価値が★社を下回る。 
   
     よって、★社はすべての要件をクリアし、評価値が最も高いので落札者となります。 
 
 

得点
(100点＋加算点合計)

標準点

(100点)

基準評価値＝A/予定価格

A=「 交通規制日数の短縮」 の最も高い加算点＋100点

コスト

標準案による積算価格 見積を参考に算出した価格

予定価格

A→

見積の参考とした

技術提案



・得点配分 
評価項目 加算点の配点 評価基準/標準案 

 秀/優 良/有 可/無  
1)技術提案  

 ①交通規制日数 計算式による 
(10.0) 

要求要件 61日 

 ②近接する家屋に対

する騒音対策 
5.0 2.5 1.2  

 小計 15    
2)技術提案に係わる具体的な施工計画 

 ①交通規制日数 計算式による 
(10.0) 

 ②近接する家屋に対

する騒音対策 
5.0 2.5 1.2 

技術提案の実現性、有効性を確認するための施工計画

が適切であるかを、技術提案の評価の範囲内で評価す

る 

 小計 15    
3)企業の施工実績 

 ①工事成績 3.0/2.0 1.0 0 
 
過去 2年間の当該工種の工事成績 
秀（80点以上）/優（75点以上 80点未満）/良（70点以
上 75点未満）／可（70点未満（実績なし含）） 

 ②優良工事表彰 1.0 0.5 0 過去 2年間の表彰の実績の有無 
優（局長表彰）/良（事務所長表彰）/可（無） 

 ③工事成績優秀企

業認定制度 
－ 0.5 0 過去２年間の表彰の有無 

良（有）/可（無） 
 小計 4.5    
4)配置予定技術者の能力 

 ①工事成績 1.5/1.0 0.5 0 
 
H8以降、主任(監理)技術者として施工した同種工事の
工事成績 
秀（80点以上）/優（75点以上 80点未満）/良（70点以
上 75点未満）／可（70点未満（実績なし含）） 

 ②優秀建設技術者表彰 1.0 0.5 0 過去 5年間の表彰の実績の有無 
優（局長表彰）/良（事務所長表彰）/可（無） 

 小計 2.5    
5)施工管理体制 

 ①作業拠点 － 1.0 0 
 
広島地方生活圏での作業拠点の有無 

 ②技能者の配置 1.0 0.5 0 優：自社雇用技能者を１名以上配置 
良：連結子会社又は完全協力会社の技能者を１名以上配置 
可：なし 

 ③ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ

の保有状況 
1.0 0.5 0 優：自社保有 

良：自社リース（期間３年以上） 
可：なし 

 ④ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾌﾟﾗﾝ

ﾄの保有状況 
－ 1.0 0 広島地方生活圏での、ｱｽﾌｧﾙﾄ合材ﾌﾟﾗﾝﾄの有無 

 小計 4.0    
6)企業の技術力 

 ①過去の加算点平均値 4.1 計算式による 
 
過去に総合評価方式を実施した工事において評価した加算

点の平均値を係数化した値に応じて加算点を与える。 
 ②企業の技術力 - - -  
 ③労働福祉 - - -  
 ②地域貢献 - - -  
 小計 4.1    

総  計 45.1    
 

別 表 



工事施工箇所（呉工区）の沿道状況 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装の劣化状況 




